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(54)【発明の名称】 拡大観察用電子内視鏡

(57)【要約】
【課題】光学系駆動機構を細く構成して、内視鏡の挿入
部の先端部分を細く構成することができる拡大観察用電
子内視鏡を提供すること。
【解決手段】固体撮像素子７を保持する部材１５を一次
駆動部材３０により後方から光軸方向に駆動して、固体
撮像素子７を保持する部材１５の動きによって作動する
二次駆動部材２０により可動レンズ系６を光軸方向に駆
動するようにした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】内視鏡の挿入部の先端に内蔵された対物光
学系による被写体の投影位置に固体撮像素子が配置さ
れ、上記対物光学系の中の可動レンズ系と上記固体撮像
素子とを所定の関係で各々光軸方向に進退駆動できるよ
うにした拡大観察用電子内視鏡において、
上記固体撮像素子を保持する部材を一次駆動部材により
後方から光軸方向に駆動して、上記固体撮像素子を保持
する部材の動きによって作動する二次駆動部材により上
記可動レンズ系を光軸方向に駆動するようにしたことを
特徴とする拡大観察用電子内視鏡。
【請求項２】上記一次駆動部材が軸線方向に進退操作さ
れる操作ワイヤであり、その先端が上記固体撮像素子を
保持する部材に連結されている請求項１記載の拡大観察
用電子内視鏡。
【請求項３】上記一次駆動部材が軸線回りに回転される
ネジ軸であり、上記ネジ軸の先端部分が上記固体撮像素
子を保持する部材に形成された雌ネジ孔と螺合している
請求項１記載の拡大観察用電子内視鏡。
【請求項４】上記二次駆動部材に、上記可動レンズ系と
上記固体撮像素子との進退動作を所定の関係に規制する
カム溝が形成されている請求項１、２又は３記載の拡大
観察用電子内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、通常観察と近接
拡大観察を行えるようにした拡大観察用電子内視鏡に関
する。
【０００２】
【従来の技術】図６は、従来の拡大観察用電子内視鏡の
挿入部の先端部分を示しており、対物光学系の中の可動
レンズ系９１を保持する可動レンズ保持枠体９２と、固
体撮像素子９３を保持する撮像素子保持枠体９４とが、
各々光軸方向に可動に配置されている。
【０００３】また、可動レンズ保持枠体９２と撮像素子
保持枠体９４とを所定の関係で駆動するためのカム溝が
形成されたカム筒９５が、両枠体９２，９４を囲んで回
転自在に配置されている。
【０００４】そして、後方から進退操作される操作ワイ
ヤ９６の先端に連結されてカム筒９５を囲んで配置され
たスライド筒９７のスライド動作により、カム筒９５が
回転動作し、そのカム筒９５の回転動作によって、可動
レンズ保持枠体９２と撮像素子保持枠体９４とが所定の
関係で光軸方向に移動することにより、通常観察状態と
拡大観察状態とが切り替わるようになっている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】上述のような従来の拡
大観察用電子内視鏡においては、可動レンズ保持枠体９
２と撮像素子保持枠体９４とを囲んでカム筒９５が配置
され、さらにそのカム筒９５を囲んでスライド筒９７が
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配置された構成になるので、光学系駆動機構全体が太く
なり、その結果、内視鏡の挿入部の先端部分が太くなっ
て、内視鏡検査を受ける人に与える苦痛が大きくなって
いた。
【０００６】そこで本発明は、光学系駆動機構を細く構
成して、内視鏡の挿入部の先端部分を細く構成すること
ができる拡大観察用電子内視鏡を提供することを目的と
する。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の拡大観察用電子内視鏡は、内視鏡の挿入部
の先端に内蔵された対物光学系による被写体の投影位置
に固体撮像素子が配置され、対物光学系の中の可動レン
ズ系と固体撮像素子とを所定の関係で各々光軸方向に進
退駆動できるようにした拡大観察用電子内視鏡におい
て、固体撮像素子を保持する部材を一次駆動部材により
後方から光軸方向に駆動して、固体撮像素子を保持する
部材の動きによって作動する二次駆動部材により可動レ
ンズ系を光軸方向に駆動するようにしたものである。
【０００８】なお、一次駆動部材が軸線方向に進退操作
される操作ワイヤであり、その先端が固体撮像素子を保
持する部材に連結されていてもよく、或いは、一次駆動
部材が軸線回りに回転されるネジ軸であり、ネジ軸の先
端部分が固体撮像素子を保持する部材に形成された雌ネ
ジ孔と螺合していてもよい。
【０００９】また、二次駆動部材には、可動レンズ系と
固体撮像素子との進退動作を所定の関係に規制するカム
溝が形成されていてもよい。
【００１０】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１は、拡大観察用電子内視鏡の可撓性挿入
部の先端部分の通常観察状態を示しており、先端部本体
１の先端面に観察窓２と照明窓３等が配置され、照明窓
３の内側には照明用ライトガイド４の射出端部が配置さ
れている。
【００１１】観察窓２の内側には、対物光学系とその駆
動機構がユニットとして組み付けられたユニット保持筒
１１が配置されており、そのユニット保持筒１１の先端
部分の内側に固着された固定レンズ保持枠体１２に、対
物光学系の一部を構成する固定レンズ系５が接合固着さ
れて観察窓３の位置に配置されている。
【００１２】また、固定レンズ系５の後方には、対物光
学系の一部を構成する可動レンズ系６が可動レンズ保持
枠体１３に保持されて配置され、対物光学系５，６によ
る被写体の投影位置に固体撮像素子７の撮像面が配置さ
れている。
【００１３】可動レンズ保持枠体１３は、光軸方向に進
退自在に固定レンズ保持枠体１２内に嵌挿配置されてい
て、ガタつかないようにコイルスプリング１４により後
方に付勢されている。８は、固体撮像素子７の駆動回路
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等を構成する電子回路、１０は撮像信号等を伝送するた
めの信号ケーブルである。
【００１４】固体撮像素子７は、電子回路８と共にシー
ルド筒９内に固着されて、ユニット保持筒１１内に軸線
方向（即ち、光軸方向）に進退自在に嵌挿された撮像素
子保持枠体１５内に固定されている。２９は、撮像素子
保持枠体１５をガタつかないように前方に付勢するコイ
ルスプリングである。
【００１５】撮像素子保持枠体１５は、II－II断面を図
示する図２にも示されるように、外面は円形の断面形状
に形成されて、シールド筒９を保持する略正方形状の孔
が長手方向に貫通形成されている。
【００１６】そして、軸線と平行方向に撮像素子保持枠
体１５の厚みのある部分（即ち、固体撮像素子７の対辺
方向の位置）に形成された孔に、後方から操作ワイヤ３
０（一次駆動部材）の先端が差し込まれて半田付け等に
よってそこに固定されている。操作ワイヤ３０は、内視
鏡の可撓性挿入部内に挿通配置されていて、その基端側
に連結された操作部（図示せず）から進退操作される。
【００１７】図１に戻って、ユニット保持筒１１内の撮
像素子保持枠体１５より先側部分には、カム筒２０（二
次駆動部材）が軸線回りに回転自在に嵌挿配置されてお
り、カム筒２０は撮像素子保持枠体１５と同じ外径寸法
に形成されている。そして、撮像素子保持枠体１５の先
側に一体的にネジ止め固定された連結筒１６が、カム筒
２０の内側に位置するように配置されている。
【００１８】カム筒２０の展開図である図３にも示され
るように、カム筒２０に円周方向に角度なく形成された
周方向溝２２に、固定レンズ保持枠体１２から突設され
た規制ピン２６が係合しており、その結果、カム筒２０
の軸線方向移動が阻止されている。
【００１９】また、連結筒１６の先端近傍の外周面に突
設された駆動ピン２５が、カム筒２０に形成された第１
のカム溝２１に係合している。その結果、連結筒１６の
軸線方向移動によりカム筒２０が軸線回りに回転駆動さ
れる。
【００２０】そして、可動レンズ保持枠体１３に突設さ
れた従動ピン２７が、連結筒１６に軸線と平行方向に形
成された直線溝１７とカム筒２０に形成された第２のカ
ム溝２３とにまたがって係合している。その結果、カム
筒２０の回転運動により可動レンズ保持枠体１３が軸線
方向に進退し、その進退方向は、撮像素子保持枠体１５
の進退方向と反対方向である。
【００２１】このように構成された実施例の拡大観察用
電子内視鏡においては、図４に拡大観察状態が示される
ように、操作ワイヤ３０を遠隔的に進退操作（この場合
は牽引操作）することにより、固体撮像素子７を保持す
る撮像素子保持枠体１５が光軸方向に駆動され、その撮
像素子保持枠体１５の進退動作によってカム筒２０が回
転駆動される。 *
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*【００２２】そして、カム筒２０の回転動作によって可
動レンズ保持枠体１３が光軸方向に撮像素子保持枠体１
５と逆方向に駆動され、対物光学系のピント位置と焦点
距離の一方又は双方が近接拡大観察状態に変化する。
【００２３】このようにして拡大観察を行うための機構
として、撮像素子保持枠体１５より外側にはユニット保
持筒１１が配置されているだけの構成である。したがっ
て、拡大観察機能のない固定焦点距離の装置とほとんど
変わらない太さに構成することができ、先端部本体１を
細く形成することができる。
【００２４】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、例えば図５に示されるように、操作ワイヤ
３０に代えてモータ４０等で回転駆動されるネジ軸４１
等を、撮像素子保持枠体１５に形成された雌ネジ孔４２
に螺合させる構成等をとっても差し支えない。
【００２５】
【発明の効果】本発明の拡大観察用電子内視鏡によれ
ば、固体撮像素子を保持する部材を一次駆動部材により
後方から光軸方向に駆動し、その固体撮像素子を保持す
る部材の動きによって作動する二次駆動部材で可動レン
ズ系を光軸方向に駆動するようにしたので、光学系駆動
機構を細く構成して挿入部の先端部分を細く構成するこ
とができ、それによって内視鏡検査を受ける人の苦痛を
小さくすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の拡大観察用電子内視鏡
の挿入部の通常観察状態の先端部分の側面断面図であ
る。
【図２】本発明の第１の実施例の拡大観察用電子内視鏡
の図１におけるII－II断面図である。
【図３】本発明の第１の実施例のカム筒の展開図であ
る。
【図４】本発明の第１の実施例の拡大観察用電子内視鏡
の挿入部の先端部分の拡大観察状態の側面断面図であ
る。
【図５】本発明の第２の実施例の拡大観察用電子内視鏡
の挿入部の先端部分の側面断面図である。
【図６】従来の拡大観察用電子内視鏡の挿入部の先端部
分の側面断面図である。
【符号の説明】
１  先端部本体
２  観察窓
５  固定レンズ系
６  可動レンズ系
７  固体撮像素子
１１  ユニット保持筒
１２  固定レンズ保持枠体
１３  可動レンズ保持枠体
１５  撮像素子保持枠体
２０  カム筒（二次駆動部材）
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３０  操作ワイヤ（一次駆動部材）

【図１】 【図２】 【図３】

【図４】
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